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  １．総    説 
 この低圧変流器は普通電力量計又は電流計と組合わせて使用するもので、次の規格に 

適合する。 
     ＪＩＳ Ｃ １７３１-1988  計器用変成器（標準用及び一般計器用） 

 

  ２．使用条件 
（１）周囲温度  ：  最高温度      ４０℃ 
                    最低温度    －２０℃ 
                    平均温度      ３５℃以下 
（２）標   高   ：  海    抜      １，０００ｍ以下 

 

３． 仕    様 
                                                                         表-１ 

    
 形   式 
 

定格一次 
電    流 
（Ａ） 

定格二次 
電    流 
（Ａ） 

定格 
負担 

（ＶＡ）

確度 
階級 

（級）

最高 
電圧 

（Ｖ）

定  格 
周波数 
（Hz） 

過電流 
強  度 
（倍） 

 
検定 

CPR-15W 10～750 5 15 1.0 1150 50･60 40 可能 
      定格一次電流が 10 ～ 120 Ａのものは一次貫通導体付きであり、150 ～ 750 Ａは一次貫通 
      導体が付属しておりません。 
      定格一次電流値と一次貫通導体は次の表のとおりです。 
 

       一次貫通導体付                                                  表-２ 
定格一次 

 電流（Ａ） 
ｱﾝﾍﾟｱ 
ﾀｰﾝ（AT） 

貫通数 
（Ｔ） 

導体断面 
積(mm2) 

定格一次 
 電流(Ａ) 

ｱﾝﾍﾟｱ 
ﾀｰﾝ（AT）

貫通数 
（Ｔ） 

導体断面 
積(mm2) 

10 150   15    3.5     50 150    3 22 
15 150   10    3.5     60 180    3 22 
20 180    9    8     75 150    2 22 
30 150    5    8    100 200    2 38 
40 200    5   14    120 240    2 60 

 

     一次貫通導体なし                                 表-３ 
定格一次 

 電流（Ａ） 
ｱﾝﾍﾟｱ 
ﾀｰﾝ（AT） 

定格一次 
電流（Ａ）

ｱﾝﾍﾟｱ 
ﾀｰﾝ（AT）

定格一次 
電流(Ａ) 

ｱﾝﾍﾟｱ 
ﾀｰﾝ（AT） 

150 150 300 300    600 600 
200 200 400 400    750 750 
250 250 500 500       

     （注）一次貫通導体は 600 Ｖビニル電線（IV 線）と同等品以上を標準とします。 
 
４． 性    能 
  ４．１ 比誤差および位相角の限界 
         変流器の比誤差および位相角は表-４の限界を超えないものとする。 
         但し、中間の一次電流の比誤差および位相角の限度は、補間法によって定める。 
                                                                      表-４ 

比誤差（％） 位相角（min） 
確度階級／一次電流 1.0In 0.2In  0.05In 1.0In  0.2In  0.05In

１．０級  ±1.0  ±1.5  ±3.0  ±60  ±90  ±180 
（注）試験負担は定格負担と定格負担の 25％の負担、負担力率は 0.8 遅れ電流とする。 
      また、In は定格周波数の定格一次電流を表す。 
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  ４．２ 耐電圧 
         変流器の耐電圧は次の電圧に耐えるものとする。 

   （１）商用周波耐電圧 
           一次 ～ 二次・接地   ：  ４ｋ V 
           二次 ～ 接地         ：  ２ｋＶ 
   （２）巻線端子間耐電圧 

              二次巻線を開放して、一次巻線に定格周波数の一次電流か、または二次誘導電 
            圧の波高値が３ｋＶになる一次電流のいずれか低い方の電流を 1 分間通電し、二 
            次誘起電圧に耐えるものとする。 
 

   ４．３ 耐電流 
              変流器の耐電流は次の方法によって試験を行ったとき、熱的および機械的に損 
            傷しないものとする。 
             （試験方法） 
            変流器の耐電流は定格負担の２５％の負担（力率は１と０．８遅れ電流の間の任 
            意の 1 点）の下で、定格周波数の定格耐電流に相当する一次電流(実行値)が１秒 
            間流れた場合、熱的および機械的に損傷するかどうかを試験し、耐電流試験後は 

４.２(１)項の試験電圧で商用周波耐電圧試験を乾燥状態で１分間行い、これに耐 
えるものとする。 

 

  ４．４ 温度上昇 
           変流器の温度上昇は次の方法によって試験したとき巻線は５５℃以下とし、端 
         子その他の金属部分の絶縁物に近接した表面は、近接絶縁物を損傷しない温度以 
         下とする。 
          （試験方法） 
         定格負担の下で定格周波数の定格一次電流を通電する。 

 

５．特    徴 
５．１ 方向性珪素鋼帯の巻鉄心の使用で誤差特性が優れております。 
５．２ 一次導体の貫通穴径はゆとりがあるので、導体貫通作業が容易であります。 
５．３ 小形計量で取り扱いが便利であります。 

 

６． 構    造 
６．１ 鉄心、二次コイルを樹脂製の外装ケースに収納した構造であります。 
６．２ 二次端子はＭ５ネジによる締付形であります。 
６．３ 変流器下部の鋼製取付板によりＭ６ネジ２本を使用して固定する構造であります。 

 

   ７．外形図面 
   丸貫通形変流器（一次導体付）     １２１４０９－００６０ 
   丸貫通形変流器（一次導体なし）   １２１４０９－００７０ 
 
 
                                                              以上 






